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１　はじめに

中国は、日本の輸入野菜（注１）の55％
（2023年、数量ベース）を占める最大の
輸入先であり、同国の生産動向はわが国の
野菜需給に大きく影響する。

本誌では、日本の生産者から流通関係企
業、消費者まで幅広く関心が高い品目を対
象に、2020年９月号から中国の野菜生産
と消費および輸出について最新の動向を報

告している。本稿では、21年５月号で取
り上げた「さといも」について、その後の
情勢を報告する。
22年の日本のさといも供給量（国内収穫
量＋輸入量）は17万3016トンであり、う
ち輸入量（生鮮および冷凍）は３万4316
トンである（供給量に占める輸入の割合は
19.8％）。輸入さといもは、価格優位性や
大きさや形の均一性などから、加工・業務
用を中心に仕向けられており、輸入先別に
見ると、その99％以上が中国である（図１）。

中国産野菜の生産と消費および輸出の動向（さといも）

日本のさといもの国内供給量は、約８割を国内産が占めており、残り２割の輸入品のう
ち９割以上を中国産が占めている。これらは主に、価格優位性や大きさや形の均一性など
から、業務用を中心に広く利用されている。
中国のさといも生産量は減少傾向にあり、借地料や人件費などの上昇を背景に栽培コス
トは上昇傾向で推移している。そのため、今後は、同国の卸売価格の上昇も見込まれ、対
日輸出の動向が注目される。

調査情報部

【要約】

海外情報

資料：財務省「貿易統計」
注　：HSコード0714.40、0714.50、200899228。

図１　日本における輸入先別さといも輸入量（生鮮および冷凍）（2022年）
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本稿では、代表的な中国のさといもの生
産地である山

さんとう

東省での聞き取りを中心とし
た調査結果について、統計データと併せて
報告する。
なお、本稿中の為替レートは、１中国元＝
20.70円（三菱UFJリサーチ＆コンサル
ティング株式会社「月末・月央平均為替相
場」の24年８月末日TTS相場）を使用した。

（注１）�輸入野菜は、生鮮野菜、冷凍野菜、塩蔵等野菜、
乾燥野菜、酢調製野菜、トマト加工品、その他
調製野菜およびその他の野菜を指す。

２　日本のさといもの需給動向

（１）生産状況
日本のさといも生産の状況を見ると、
2022年産（４月～翌３月）の作付面積は
１万100ヘクタール（前年産比2.9％減）

と、生産者の高齢化などの労働力事情によ
る作付けの中止や規模縮小からわずかに減
少し、収穫量は13万8700トン（同2.8％
減）となった（図２）。
国内の主産地は埼玉県、宮崎県、千葉県、
愛媛県、栃木県などであり（図３、表１）、
比較的湿潤な土壌条件を好むため、水田転
作品目として採用されてきた。
日本には稲作が始まった縄文時代後期よ
りも前に渡来し、かんしょやばれいしょが
渡来する江戸時代までは「いも」と言えば
「さといも」のことを指していた。古くか
ら日本の食文化に根付いていたさといも
は、現在も子孫繁栄の縁起物としておせち
料理に利用されている。しかし、近年は、
食文化の欧米化や生産者の高齢化により、
栽培面積、生産量ともに減少傾向にある。

資料：農林水産省「野菜生産出荷統計」 
注　：年産区分（主たる収穫・出荷期間）は、４月～翌３月。

図２　日本のさといもの作付面積、収穫量、単収の推移
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（２）輸入動向
2022年のさといもの輸入量は３万
4316トン（前年比3.2％減）でやや減少
し、うち生鮮さといもは2835トン（同
26.8％減）と大幅に減少（図４）し、冷
凍さといもは３万1323トン（同0.3％減）
で前年度並みとなった（図５）。生鮮さと

いもの減少の要因として、①輸入さといも
の多くは外食や中食などの加工・業務用に
仕向けられており、これらの需要が使い勝
手の良い冷凍さといもにシフトしてきたこ
とに加え、②和食メニューが中心のさとい
もは食の多様化により消費者の需要が減少
したことなどが挙げられる。

資料：農林水産省「野菜生産出荷統計」 
注　：年産区分（主たる収穫・出荷期間）は、４月～翌３月。

図３　都道府県別のさといも収穫量（2022年産）
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表１　日本のさといもの栽培暦
●植え付け、▲収穫

産地
月

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

府県産 ● ●
▲ ▲

資料：農畜産業振興機構「ベジ探」
注   ：代表的な産地の栽培暦例。
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（３）平均取引価格
東京都中央卸売市場におけるさといもの
平均取引価格を見ると、国内産は１キログ
ラム当たり330円前後で安定して推移し
ている。生育期の台風の影響で疫病（病害）
が発生した2019年は、一部産地での不作
から平均価格が同349円（前年比7.4％高）

と前年をかなりの程度上回った。20年以
降は各産地とも生育が良好で安定した入荷
量となったことで、20年は同341円（同
2.3％安）、21年は同331円（同2.9％安）
と下落し、22年は同315円（同4.8％安）
と安値基調になった（図６）。
輸入品に目を向けると、国内産（同330

資料：財務省「貿易統計」
　注：HSコード0714.40-200、0714.50-200。

図４　日本の生鮮さといもの輸入量の推移
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資料：財務省「貿易統計」
　注：HSコード0714.40-100、0714.50-100、2008.99-228。

図５　日本の冷凍さといもの輸入量の推移
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３　中国のさといもの動向

（１）中国の主産地と生産概況
中国では、さといもの産地は全土に広
がっており、主な産地は山

さんとう

東省、広
かんとん

東省、
広
こうせい

西省、湖
こ な ん

南省、福
ふっ

建
けん

省、浙
せっ

江
こう

省、江
こ う そ

蘇省

などとなっている（図７）。
山東省の生産状況を見ると、2022年の
作付面積は１万1800ヘクタール（前年比
7.8％減）で（表２）中国全土での作付面
積の１割を占めている。

円前後）に対し、中国産は同190円前後
と国内産の約６割程度の水準で推移してい
る。同市場での輸入品の取引数量は年間
300トン前後であり、中国産は基本的に

通年入荷される。なお、加工・業務用が主
体の輸入さといもについては、ほとんどが
市場外流通となっており、市場入荷される
ものは少ない。

資料：農畜産業振興機構「ベジ探」（原資料：東京都中央卸売市場「市場月報」）

図６　東京都中央卸売市場におけるさといもの平均取引価格の推移
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資料：関係者への聞き取りを基に農畜産業振興機構作成

図７　中国におけるさといもの主産地
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山東省のさといも生産の経営形態は、家
族経営などの小規模経営と企業などによる
大規模経営の二つに区分される。大規模経
営では一部で植え付けは機械化されている
が、さといもに傷が付き損失が大きいこと
から導入は進んでいない。また、収穫作業
は小規模経営および大規模経営ともに機械
化が進んでおらず、手作業で行っている状
況にある。収穫の機械化が進まない要因と
して、同省のさといも栽培に統一基準がな
いことや、作付けする圃

ほじょう

場も生産者によっ
て規模が異なることが挙げられる。現地関

係機関からの聞き取りによると、小規模生
産者の平均作付面積は２～５ムー（13～
33アール。１ムー＝6.67アール）程度と
される。同省の作付面積を見ると、20年
以降は、輸出量の減少により日本向け輸出
を行ってきた大規模生産企業を中心に減少
傾向にある。
中国のさといも品種の特徴として、日本
の品種に比べて大きく、単収は10アール
当たり約３トンと、日本の同1.37トン（注２）

の２倍以上となっている。
（注２）農林水産省「令和４年産野菜生産出荷統計」より。

山東省のさといも生産は膠
こう

東
とう

半島に集中
しており、莱

らい

陽
よう

市（煙
えん

台
たい

市）、即
そく

墨
ぼく

区
（青

ちんたお

島市）が同省の作付面積の８～９割を

占める代表的な産地となっている。特に煙
台市は最も古い産地とされ、山東省最大の
さといも産地である（写真１、２）。

表２　さといも作付面積、収穫量、単収の推移（山東省）
作付面積 
（万 ha）

収穫量 
（万トン）

単収 
（トン /10a）

2018 年 1.30 42 3.23
2019 年 1.27 40 3.15
2020 年 1.29 41 3.18
2021 年 1.28 41 3.20
2022 年 1.18 38 3.22

資料：山東省農業庁種植業管理処への聞き取りを基に農畜産業振興機構作成

写真１　成長中のさといも畑の様子

写真２　莱陽市で収穫したさといも
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（２）主産地の栽培品種および栽培暦
山東省で栽培される主な品種は、

「8520」「白廟（バイ・ミョウ）」「科王（カ・
ワン）１号」などが挙げられる（表３）。
また、日本向け専用品種として「石川早生」
や「えび芋」なども作付けされている。
同省の作型は露地栽培のみであり、品種

を組み合わせることで栽培期間に幅を持た
せている（表４）。省内の各産地とも、種
いもの植え付け期が地温の低い３月から４
月のため、マルチングによる地温維持を
行っている。なお、主産地の青島市は、煙
台市に比べて春期の気温上昇が早いため、
栽培ステージが１カ月程度早い。

（３）栽培コスト
さといも栽培のコストについて、主産地
である山東省莱陽市の事例を基に、経営規
模ごとに紹介する。
①大規模経営
2019年および22年ともに借地料が３
割以上を占め、これに人件費を加えると、
これら経費が全体の７割を占める（表５）。
また、19年と22年を比較すると農業機械・
器具費、諸材料費、その他の項目以外は上
昇した。さらに、総コストの中で大きな割
合を占める借地料は19年比で25％上昇

し、肥料費、農薬費も原料費高騰により、
それぞれ同20％上昇している。
山東省の主産地の一つである莱陽市は、
冷凍野菜の加工輸出企業が集中している地
域のため、圃場の引き合いが強く、借地料
は同省の他の地域に比べて高くなってい
る。莱陽市の優良圃場の賃貸料は、23年
が１ヘクタール当たり５～６万元（103
万5000円～ 124万2000円）に達すると
され、年間に１ヘクタール当たり3000～
4000元（６万2100円～８万2800円）
のベースで上昇している。

表３　山東省で栽培される主なさといもの品種とその特徴
品種名 特徴

8520 ・煙台市の主要品種　
・球形でいもは大きく高単収。国内販売、輸出のどちらにも仕向けられる。

白廟
（バイ・ミョウ）

・青島市の主要品種        
・楕円形でいもは大きく、表面が滑らかで粘りが強い 

科王（カ・ワン）
１号

・煙台市の主要品種　　 　
・球形でいもは大きく高単収。国内販売、輸出のどちらにも仕向けられる。

石川早生 ・日本で育成された品種
・早生種。球形でいもは小ぶり。対日輸出向け品種。

えび芋 ・柔らかい一方で煮崩れしにくい。対日輸出向け品種。
資料：莱陽市農業農村局および生産者への聞き取りを基に農畜産業振興機構作成

表４　山東省のさといも栽培暦
●植え付け、▲収穫

産地名
月

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

煙台市 ● ● ▲ ▲

青島市 ● ● ▲ ▲

資料：山東省農業庁種植業管理処への聞き取りを基に農畜産業振興機構作成
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②小規模経営
栽培コストに占める割合が最も大きい項
目は、19年および22年ともに種苗費であ
り、次いで肥料費となった（表６）。19年
比で見ると種苗費や肥料費、農薬費がそれ
ぞれ上昇しており、大規模経営と同様の傾
向がみられる（大規模経営において栽培コ
スト全体に占める割合が上位となる借地料
や人件費は、小規模経営の場合は生産者が
保有する圃場で家族や親戚が労働力となっ
ているため、それらは費用として計上され
ていない）。また、農業機械・器具費は、

鋤
すき

、シャベル、熊手などの手作業工具を用
いて行うことが多いため、大規模経営に比
べて少額となっている（写真３、４）。
前述の通り、さといもの植え付けと収穫
は主に手作業で行われているが、山東省の
農村部の若手労働力の多くは出稼ぎのため
都市部に流出しており、植え付けや収穫の
時期には労働者を確保できないことが多々
みられる。省政府などは機械化の導入を推
進しているが、普及の速度は遅く、労働力
不足は山東省の野菜生産全体の問題となっ
ている。

表５　10アール当たりのさといも栽培コスト（山東省・大規模経営）

項目
2019 年 2022 年 2022/ 

2019 年比人民元 日本円 栽培コスト 
の構成比 人民元 日本円 栽培コスト 

の構成比
借地料 2,400 49,680 32.7% 3,000 62,100 35.9% 25.0%
種苗費 855 17,699 11.7% 900 18,630 10.8% 5.3%
肥料費 690 14,283 9.4% 828 17,140 9.9% 20.0%
人件費 2,790 57,753 38.0% 3,006 62,224 36.0% 7.7%

うち管理費 180 3,726 2.5% 216 4,471 2.6% 20.0%
農業機械・器具費 150 3,105 2.0% 150 3,105 1.8% 0.0%
諸材料費 150 3,105 2.0% 150 3,105 1.8% 0.0%
農薬費 90 1,863 1.2% 108 2,236 1.3% 20.0%
その他（雑費・水道光熱費など） 210 4,347 2.9% 210 4,347 2.5% 0.0%
合計 7,335 151,835 100.0% 8,352 172,887 100.0% 13.9%
資料：山東省農業庁種植業管理処および莱陽市農業農村局への聞き取りを基に農畜産業振興機構作成

表６　10アール当たりのさといも栽培コスト（山東省・小規模経営）

項目
2019 年 2022 年 2022/ 

2019 年比人民元 日本円 栽培コスト 
の構成比 人民元 日本円 栽培コスト 

の構成比
借地料 0 0 0.0% 0 0 0.0% －
種苗費 855 17,699 41.8% 900 18,630 40.1% 5.3%
肥料費 690 14,283 33.7% 828 17,140 36.9% 20.0%
人件費 0 0 0.0% 0 0 0.0% －
農業機械・器具費 50 1,035 2.4% 50 1,035 2.2% 0.0%
諸材料費 150 3,105 7.3% 150 3,105 6.7% 0.0%
農薬費 90 1,863 4.4% 108 2,236 4.8% 20.0%
その他（雑費・水道光熱費など） 210 4,347 10.3% 210 4,347 9.3% 0.0%
合計 2,045 42,332 100.0% 2,246 46,493 100.0% 9.8%
資料：山東省農業庁種植業管理処および莱陽市農業農村局への聞き取りを基に農畜産業振興機構作成
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（４）調製コスト（人件費、梱包資材費など）
山東省のさといも１トン当たりの調製コ
ストについて、2019年と22年を比較す
ると上昇したのは、人件費、管理費および
輸送費の３項目である（表７）。最も構成
比の高い人件費は、19年および22年とも
全体の約６割を占め、19年の2909元
（ ６ 万216円 ） か ら22年 に は3636元
（７万5265円）と、727元（１万5049円）
上昇した（19年比25.0％増）。これは、
19年の賃金が１日１人当たり平均160元
（3312円）程度であったのに対し、22年
には同200元（4140円）に上昇したこと
が要因となっている。通常、100人の労

働者が１日作業して調製できる冷凍さとい
もは、40フィート冷凍コンテナ１個分（22
トン）である。１トン当たりの管理費は、
19年の１日当たり平均4000元（８万
2800円）程度であったのに対し、22年
には同5000元（10万3500円）に上昇し
ている。また、同じく輸送費も19年の38
元（787円）から22年は45元（932円）
に上昇した。これは主に燃料高騰の影響で
ある。聞き取りによると、野菜の輸送単価
は19年の１トン１キロメートル当たり0.5
元（10円）だったが、22年は同0.6元（12
円）と、この期間で２割上昇したとのこと
である。

写真３　莱陽市の植え付けの様子 写真４　植え付け後に土をかぶせる様子

表７　１トン当たりのさといもの調製コスト（山東省）

項目
2019 年 2022 年 2022/

2019 年比人民元 日本円 調製コストに
占める割合 人民元 日本円 調製コストに

占める割合
人件費 2,909 60,216 56.9% 3,636 75,265 60.8% 25.0%
梱包資材費 600 12,420 11.7% 600 12,420 10.0% 0.0%
輸送費 38 787 0.7% 45 932 0.8% 18.4%
管理費 364 7,535 7.1% 500 10,350 8.4% 37.4%
設備の減価償却費 700 14,490 13.7% 700 14,490 11.7% 0.0%
水道光熱費 500 10,350 9.8% 500 10,350 8.4% 0.0%
合計 5,111 105,798 100.0% 5,981 123,807 100.0% 17.0%
資料：莱陽恒潤食品有限公司への聞き取りを基に農畜産業振興機構作成
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４　中国国内向け販売の動向

過去５カ年の山東省で収穫されたさとい
もの販売先を見ると、国内向けの割合が８
割以上となり、新型コロナウイルス感染症
（COVID-19）流行前の19年と比べて４ポ
イント高くなっている（図８）。同省産さ
といもの国内販売は、上海市、浙

せっこう

江市、広
東市など南方向けが主流となる。関係者に
よると、ここ数年は国内消費が伸びない中
で、輸出先の需要減少や海上輸送の混乱の
影響が長引いたことで輸出は減少傾向にあ
り、同省のさといもの作付面積、生産量と
も減少傾向にあるとされる。ただし、輸出
量が減少したことで、結果として国内販売
の割合は増加している。
過去５カ年の月別のさといも卸売価格の
推移を見ると、２～６元（41～ 124円）
で推移しており、最高値は最安値の３倍と
なっている（図９）。山東省のさといもは、
７月下旬～９月末にかけて収穫期を迎える

ため、同時期に価格が低下し、その後は供
給量の低下や冬期の輸送コスト、保管経費
などの増加により、翌７月まで緩やかに価
格が上昇する傾向にある。22年は、作付
け減少による収穫量減少と、COVID-19感
染拡大による流通の停滞が継続したこと
で、収穫量および出荷量は前年を下回った。
そのような状況下で、都市部を中心にモバ
イル決済とフードデリバリーが伸長してき
たことに加え、11月にこれまでの感染対
策の規制を解除したことで、全国的に外食
需要が回復し始めたことなどから、８月以
降も高値で推移した。
さといもは、毎年の消費量は比較的一定
である。20年以降のCOVID-19感染拡大
期は、生産現場、外食産業ともに労働力不
足となったことで流通量、消費量ともに伸
び悩んだ。現在は、COVID-19感染対策の
規制が全面解除されており、外食産業など
の需要回復に従い、さといも消費の増加が
期待されている。

資料：山東省農業庁種植業管理処への聞き取りを基に農畜産業振興機構作成

図８　さといもの収穫量・国内向け出荷量および割合（山東省）
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５　輸出状況

輸出さといもの半分以上が日本向けであ
り、その他の地域では、東南アジア向けが
多い。輸出さといもは冷凍品が中心であり、
カット加工形状は円形、六角形、自然形（皮
をむいただけの状態）の３つの種類があ
る。輸出される形状として最も多いのが、
円形で、輸出量全体の約８割を占めている

（写真５）。
中国税関の統計によると、2018 ～ 22
年の中国産さといもの輸出量は60～ 73
万トンで推移し、22年では日本とベトナ
ム向けが全体の約７割を占めている（図
10）。輸出量は減少しているが、輸出先は
ほとんど変わっておらず、今後も大きな変
化がないとみられる。
過去５カ年の輸出量を見ると、22年の

資料：�山東青島東庄頭野菜卸売市場および中国商務部（全国農産品商務信息公共サービスプラットフォーム）のデータを基に農
畜産業振興機構作成

　注：2022年４月はデータなし。

図９　さといもの月別卸売価格の推移（山東省）
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輸出量はCOVID-19の影響を受け、港湾物
流の混乱や国内工場の操業停止、海外市場
の需要減退に加え、フードデリバリーなど
の需要が比較的堅調だった国内に仕向け先
を転換したことなどにより、減少している。
22年11月の中国国内のCOVID-19感染
対策の規制解除により、物流の混乱や国内
工場の操業停止が解消されたことで、今後
のさといもの輸出が19年以前の水準に戻
ることが期待されている。

６　おわりに

中国産さといもは、日本の生鮮および冷
凍さといもの輸入量の９割以上を占めてい
る。一方で、中国にとっても日本はさとい
も輸出量の約半分を占めていることから、
相互に重要な貿易相手となっている。
日本国内のさといも生産は、生産者の高
齢化などにより作付面積が減少している。
また、中国でも物流の混乱や国内工場の操

業停止、海外市場の需要減退などから輸出
量が減少し、作付面積も減少傾向にある。
加えて、栽培コストの上昇などから、販売
価格の上昇も見込まれている。
国産さといもが皮つきで家計消費向け中
心であるのに対し、中国産さといもは、皮
むき加工や冷凍野菜として輸入されてお
り、その仕向け先は外食産業などが中心と
なっている。定時・定量・定価格で加工済
みの中国産さといもから国産さといもに切
り替えるには、加工コストを含めても価格
競争力を確保する必要があり、低コスト生
産が可能な加工・業務用に特化した産地の
育成が求められる。しかし、このような産
地を育成することは短期的には難しく、外
食産業などの加工・業務用需要を充足させ
るためには依然として中国産さといもが求
められる。このため、引き続き、中国の生
産状況や価格動向について注視が必要であ
る。

資料：中国税関
注　：HSコード07144000（生鮮、冷凍または乾燥）。

図10　中国産さといもの輸出先別輸出量と平均輸出価格の推移
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